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を

迎

え

て
餞
塀

画
な
ど
、
数

々
の
活
動
を
行

っ
て

き
ま
し
た
Ｃ　
一
緒
に
活
動
す
れ
ば

交
流
が
生
ま
れ
ま
す
。
多
く

の
会

員
が

一
緒
に
で
き
る
企
画
が
ほ
し

い
で
す
ね
。
次

の
時
代

（元
号
）

で
は
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。
会

員

の
あ
な
た
が
岳
連

の
活
動
に
関

わ
り
を
持
ち
、
岳
連
内

の
仲
間

の

交
流
が
さ
ら
に
深
ま
り
、
し

い
て

は

ク
い
い
ね
―
と
言

っ
て
も
ら
え

る
岳
連
″
に
な
り
た

い
と
思

い
ま

す
。今

年
も
会
員

の
皆
さ
ん
が
安
全

に
有
意
義
な
登
山
活
動
を
、
そ
し

て
競
技

で
は
自
分

の
納
得

の
い
く

パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
で
き
ま
す
こ

と
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。
良

い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
に
―

安
全
登
山
の
た
め
の

ヒ
ヤ
リ
ハ
ツ
ト
討
議

撃

長

北

村

憲
彦

国
立
登
山
研
修
所

の
新
事
業

「安
全
登
山
サ
テ
ラ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー

東
京

・
名
古
屋

。
大
阪
」
を
通
じ

て
、
安
全
登
山
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
プ
ラ
ニ
ン
グ
、
雪
と
積
雪
、

高
校
登
山
の
在
り
方
、
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
、
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
、

運
動
生
理
、
ロ
ー
プ
の
基
礎
技
術
、

山
の
天
気
、
危
急
時
対
応

（搬
送

デ
モ
付
き
）
、
法
的
責
任
、
リ
ス

ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト

（グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
付
き
）
、
実
に
多
く
の
観


